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１．はじめに 

 立坑内での掘削等で構造物を構築する場合、グラウンドア

ンカーを用いる場合が多い。グラウンドアンカーは土留壁か

ら外側に向かって定着体を施工するため、用地が狭隘、もし

くは隣接して構造物がある場合には適用できないことがある。

その対策の１つとして支圧式アンカーがある。支圧式アンカ

ーは、付着力で定着をとるアンカーに比べて大きな定着力を

確保することができ、不完全支持層もしくは、充分な層厚の

ない支持層に定着体を定着させることが可能である。そのた

め、定着位置を浅い箇所や用地内とすることもできる。しか

し、支圧式アンカーは袋状の定着体に固化材（モルタル）を

充填し、土中で押し広げる構造であるため、鉄道盛土内で施

工した場合の軌道等へ影響を与えることが考えられる。 
 本報告は、グラウンドアンカー定着体構築と盛土挙動の関

係を実施工結果から分析・考察するものである。 
 
 

２． 施工概要 

 本稿で対象にした支圧式アンカーは、図－1 に示すよう盛土

に対し、軌道側に向かいアンカー体をセットした。アンカー体

は、図－２で示す鋼製の筒で形成しており、モルタル充填前の直

径は 80mｍ、長さ 1.2m であり、モルタル充填後には直径 500m

ｍに膨れるものである。現地の地層は、N 値 10 未満の軟弱なシ

ルト粘土層と N 値 20 程度の砂礫層で形成されている。定着体

の地層は、地表面からの深さ 5.4m と、7.7m、9.6m のいずれも

N 値 20 程度の砂礫層である。周辺地盤の挙動については、定着

体直上に木杭を設けて、施工前、施工後の高さの変状を確認し

た。また、軌道変状は、軌道内にワイヤー式軌道計測を設置し、

アンカー定着体の直上位置で常時データを採取した。 
 軌道は、初期剛性が小さく微小変位の領域では、軌道変位と

地山変異は一致すると思われる。ここでは、地山の挙動は、軌

道変位を地山変異と同等と考えている。 
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 図－１．試験施工イメージ断面 

図－２．支圧式アンカー写真 

① 
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ワイヤー式軌道計測器 

木杭 
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３．施工結果 

今回の施工結果を表―１に示す。①については、軌道から

5.4m の深さ、②については、軌道から 7.7m の深さ、③につ

いては、軌道から 9.6m の深さである。モルタル注入前後では

軌道及び地盤の変状は見られなかった。 
 
４．施工結果に対する評価 

 地盤の挙動の分析は、アンカー定着体まわりに生じる地

盤反力とアンカー定着体に作用する上載圧を比較することと

した。図―１に示す、支圧式アンカーの計算モデルを図－３に

示す。 
  
 

 
 
 
 
 

 
 
 これにより求められる計算結果を以下に表―2 に示す。 
上載圧については、 の値が、各段で異なるため、①～③の

パターンごとの計算を行った。いずれも上載圧より地盤反力

が高い結果となった。 
 
５．まとめ 

 計算では、地盤反力より上載圧が高い場合については、地盤への変状は生じないが、上載圧より地盤反力が高

い場合については、地盤への変状が生じることになる。しかし、今回施工した杭はいずれも上載圧より地盤反力

の高い条件で、地盤への変状は確認できなかった。これは、２次元モデルでの計算と、3 次元で周辺地盤に拘束さ

れた状態の現地状況に乖離が生じているものと考えられる。また、地盤反力の算定では、杭の水平方向の設計変

形係数を採用しているため、現地状況と比較して大きめな値を用いている。設計では、N 値より算定される設計

変形係数の算定用の補正値を３～４倍としている。今回の計測結果から推定すると支圧アンカーの定着体構築の

ようにゆっくりとした地盤変位の場合は、補正値は 2.4 以下程度が適当と思われる。 

支圧式アンカーの鉄道盛土内での適用については、土被りが 5.4m 以上、N 値 20 程度の砂礫層では、影響が出

ないことが分かった。 
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１段目施工 地盤変状値 2段目施工 地盤変状値 3段目施工 地盤変状値

①－１ 0mm ②－１ 0mm ③－１ 0mm
①－２ 0mm ②－２ 0mm ③－２ 0mm
①－３ 0mm ②－３ 0mm ③－３ 0mm

１段目施工 地盤変状値 2段目施工 地盤変状値 3段目施工 地盤変状値

①－１ 0mm ②－１ 0mm ③－１ 0mm
①－２ 0mm ②－２ 0mm ③－２ 0mm
①－３ 0mm ②－３ 0mm ③－３ 0mm

ワイヤー式計測器

検測杭

 表－１．地盤変状結果 

 図－3．支圧アンカーモデル 
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表－２．荷重計算結果 

1,267,390 kg
525,052 kg
745,922 kg
926,106 kg

地盤反力
上載圧パターン①
上載圧パターン②
上載圧パターン③

fD
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